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研究対象：　橋本市民病院脳神経外科入院患者
実施期間：　橋本市民病院脳神経外科
日本脳神経外科学会事務局ならびに本学会員が所属する本研究参加施設

患者さんの手術・治療に関する情報は、個人を識別することができる情報を除き、その方と関わりのない符号をつ
けて入力されるが、新たにつけられた符号がどなたのものであるのかを記した対応表は、各施設で管理される。こ
れは、手術・非手術・治療後、一定期間が経ったあとの情報を収集したり、入力された情報に誤りがないかを確か
めたりする際に、入力された情報と患者さん個人の情報を照合する必要が出てくる可能性があるためである。
この対応表は各施設内で厳重に保管し、本研究のデータベースには一切提供されない。したがって、データベー
ス運営・管理者である本学会やデータベース管理業者が、入力されたデータから患者さん個人の氏名を知ること
はできない。
ただし、入力データの正確性を確認するため、本学会が任命した施設訪問を担当する者が各施設へ赴き、診療記
録と照らし合わせて入力データの検証を行うことがある。その際には、個人情報が流出することがないよう、訪問
にあたっては、担当者の身分を明らかにし、施設の責任者から許可を得ることを必須とする。データの検証に関す
る情報以外については守秘義務を負い、施設から氏名などの個人情報を持ち出すことは行わない。また、匿名化
されたデータであっても、データを閲覧する者によっては、個人が特定できる可能性がある。データベースに集め
られた情報を閲覧するにあたっては、個人情報保護法や人を対象とする医学系研究に関する倫理指針を元に、
本学会にて取扱規約を定め、本学会理事会での判断の下で、登録された患者さんに生じうる不利益に配慮した上
で運用する。

（TEL　0736-37-1200）橋本市民病院　脳神経外科　垣下　浩二

一般社団法人日本脳神経外科学会データベース研究事業

近年、高齢化の進展と医療費の増加に伴い、世界的に医療の質や適切な医療へのアクセスに対する関心は高ま
りつつある。本研究は、一般社団法人日本脳神経外科学会（以下、本学会）会員が所属する、日本全国の脳神経
外科施設における手術を含む医療情報を登録し、集計・分析することで医療の質の向上に役立て、患者さんに最
善の医療を提供することを目指すことを目的とする。基盤データベースでは、悉皆性の高い簡素な診療情報を収
集し、より高層階では、臨床研究、医療機器開発、治験、市販後調査などの個別の目的に応じたデータベースを
構築する予定であるが、本研究申請では、基盤データベースに基づく登録研究事業を対象とする。
収集したデータを分析することで、日本の脳神経外科領域における以下について明らかにする。

● 手術を含む脳神経外科医療を行っている施設の特徴
● 医療水準の評価
● 手術・治療を受けた方の予後
● これから手術を受ける方の死亡・合併症の危険性の予測など
● 専門医の更新要件到達度
● 専攻医の研修目標到達度
● 脳神経外科専門医制度のあり方に関する基礎資料
● 医療機器や薬剤などの市場調査
● 臨床研究、治験などを計画する際の基礎資料

これにより、日本の脳神経外科医療の実態を可視化し、明らかとなった課題に対して実データに基づく改善策の
検討や、施設、地域や全国単位での医療の水準を明らかにし、比較することなどが可能となる。
また、分析結果から、より正確に手術や治療にともなうリスクが明らかとなり、担当医は患者さんやご家族ととも
に、治療に伴うリスクとベネフィットを共有した上で、治療方針を決定することができる。全国の脳神経外科医療の
実態を俯瞰した視点で検証することで、より良い脳神経外科専門医制度のあり方を検証するための基礎資料とも
なる。
今後、基盤データベースを発展させ、さまざまな研究と連携して運営することで、臨床現場がさらに充実した脳神
経外科医療を提供していくために役立つものとなる。

橋本市民病院 脳神経外科 医師

2023年10月1日～2028年9月30日 まで

垣下　浩二


